
 

　「
日
本
の
こ
れ
か
ら
」を
語
る
を
語
る

　

今
年
も
出
寮
式
の
季
節
を

迎
え
た
。
本
学
で
は
、
基
本

的
に
は
、遠
方
の
1
、2
年
生

の
一
部
が
寮
生
活
を
す
る
。

先
輩
の
出
寮
し
た
あ
と
を
、

後
輩
が
任
さ
れ
る
。
卒
業
式

と
と
も
に
、出
寮
式
も
ま
た
、

感
慨
一ひ

と

入し
お

で
あ
る
▼
青
春
の

一
時
期
「
同
じ
か
ま
の
飯
を

食
う
」
と
い
う
体
験
が
、
後

年
に
与
え
る
影
響
に
は
甚
大

な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ポ

オ
ル
・
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ン
の
詩

を
捧
げ
よ
う
。「
君
、
過
ぎ
し

日
に
何
を
か
な
せ
し
。
／
君

今
こ
こ
に
唯
だ
嘆
く
。
／
／

語
れ
や
、
君
、
そ
も
そ
も
わ

か
き
折
な
に
を
か
な
せ
し
」

（
永
井
荷
風
訳
）。『
懺
悔
録
』

な
ど
の
作
品
を
も
つ
、
フ
ラ

ン
ス
象
徴
派
の
詩
人
の
作
品

を
引
用
し
た
の
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
行
程
を
、
決
し

て
急
ぐ
こ
と
な
く
着
実
に
歩

ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
▼

伊
勢
神
宮
62
回
式
年
遷
宮
と

と
も
に
皇
學
館
大
学
1
3
0

周
年
の
記
念
の
年
が
近
づ

く
。
大
御
神
の
御
加
護
に
思

い
を
致
す
こ
と
は
、
蘇
生
の

力
を
察
知
す
る
こ
と
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。
悠
久
の
時
空
を

生
か
さ
れ
て
、
私
た
ち
人
間

も
、
20
年
に
一
度
の
禊
を
実

践
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
感
謝

の
気
持
ち
は
、
形
に
表
し
て

こ
そ
、
力
と
な
る
筈
で
あ
る

▼
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
、
そ

し
て
大
き
く
飛
翔
し
よ
う
。

天
空
は
ひ
ろ
く
、
大
地
は
果

て
し
な
く
続
く
。倉
田
山
は
、

そ
の
起
点
で
あ
る
。

倉
田
山

皇
學
館
大
学
教
育
講
演
会

「
日
本
の
こ
れ
か
ら
」を
語
る

講
師
●

藤
原
正
彦
氏

　

去
る
十
二
月
四
日
、
四
日
市
市
総
合
会
館
に
お
い
て
藤
原
正
彦
氏
の
講
演
会
を
開
催
し

た
。
氏
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
国
家
の
品
格
』
の
著
者
で
あ
り
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉

教
授
。「
日
本
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
講
演
に
は
県
内
外
か
ら
約
四
百
名
が
訪
れ
た
。

　

当
日
は
半
田
美
永
学
生
部

長
に
よ
る
司
会
進
行
の
も

と
、
伴
五
十
嗣
郎
学
長
の
挨

拶
に
続
い
て
講
演
が
始
ま
っ

た
。

　

冒
頭
か
ら
藤
原
氏
は
格
差

社
会
や
労
働
問
題
、
外
交
問

題
な
ど
現
代
の
日
本
社
会
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
す
べ

て
の
病
根
は
私
た
ち
国
民
一

〝〝
祖
国への
誇
り

祖
国への
誇
り
〞〞を
取
り
戻
そ
う

を
取
り
戻
そ
う

人
一
人
が
祖
国
へ
の
誇
り
を

失
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
語

り
、
問
題
を
解
決
す
る
に
は

日
本
人
が
本
来
持
っ
て
い
た

座
標
軸
に
立
ち
か
え
る
必
要

が
あ
る
と
力
説
し
た
。
そ
し

て
、
誇
り
を
取
り
戻
す
に
は

長
年
に
わ
た
り
日
本
人
の
道

徳
観
の
中
核
を
成
し
て
き
た

「
武
士
道
精
神
」を
見
直
す
べ

き
と
指
摘
。
武
士
道
は
も
と

も
と
鎌
倉
武
士
の
〝
戦
い
の

掟
〞
だ
っ
た
が
、
江
戸
時
代

に
精
神
的
倫
理
へ
と
熟
成
さ

れ
日
本
人
全
体
の
行
動
規
範

と
な
っ
た
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
貴
族
が
権
力
・
教
養
・

富
を
も
っ
て
人
々
か
ら
尊
敬

さ
れ
た
の
に
対
し
、
武
士
は

武
士
道
精
神
と
い
う
美
徳
を

最
も
忠
実
に
実
践
し
て
い
る

点
で
庶
民
に
尊
敬
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
金
銭
よ
り
も

美
徳
を
重
ん
じ
る
の
は
他
に

例
を
み
な
い
日
本
人
の
精
神

性
の
高
さ
の
表
れ
と
示
唆
し

た
。

　

ま
た
、
現
在
に
い
た
る
国

家
崩
壊
を
決
定
的
に
し
た
原

県
内
外
か
ら
約
四
百
名
が
聴
講

県
内
外
か
ら
約
四
百
名
が
聴
講

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
講

演
と
あ
っ
て
、
会
場
は
た
く

さ
ん
の
聴
講
者
で
あ
ふ
れ
、

補
助
席
が
用
意
さ
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
滋
賀
県
か
ら
訪
れ

た
山
川
晋
さ
ん
は
「
日
本
人

の
誇
り
を
失
っ
て
い
る
の
は

政
治
家
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
国
民
一
人
一
人
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
反
省
し
た
。

皇
學
館
の
よ
う
な
学
校
が
活

躍
し
て
、
日
本
の
底
力
と
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
親
子
で
訪
れ
た
太
田
千

尋
さ
ん
は
「
メ
デ
ィ
ア
や
歴

史
の
先
生
が
伝
え
な
い
こ
と

を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
私

た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
志
す
べ

き
道
が
見
え
た
」と
語
っ
た
。

名張学舎名張学舎でのでの1313年間年間をを振振りり返返るる
社会福祉学部社会福祉学部「「ホホーームカミングデムカミングデーー」」をを開催開催

松本基子元教授の講演会も

　

名
張
の
里
山
が
紅
葉
に
包

ま
れ
た
昨
年
十
一
月
二
十
七

日
、
名
張
学
舎
で
社
会
福
祉

学
部
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
」を
開
催
し
た
。こ
の
催
し

は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
名

張
学
舎
が
伊
勢
学
舎
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
同
学
部
の
卒

業
生
や
在
校
生
、
教
職
員
ら

三
百
名
以
上
が
集
ま
っ
た
。

　

当
日
、
午
後
一
時
二
十
分

か
ら
元
教
授
の
松
本
基
子
先

生
に
よ
る
講
演
会
や
ミ
ニ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

そ
の
中
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
教

授
ら
が
学
部
創
設

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
学
部
へ
の
想
い

を
語
っ
た
。途
中
、

会
場
か
ら
「
移
転

後
、
大
学
と
地
域

の
人
々
と
の
つ
な

が
り
は
ど
う
な
る

の
か
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
る
場
面

も
あ
り
、
活
発
に

意
見
交
換
が
な
さ

れ
る
中
で
参
加
者

全
員
が
同
学
部
の

存
在
や
今
後
を
真

剣
に
考
え
て
い
る

様
子
が
み
ら
れ

た
。

因
は
、
敗
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
る
政
策
、
ウ
ォ
ー
ギ
ル
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

　

夕
方
か
ら
は
自
由
懇
談
と

な
り
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た

卒
業
生
ら
が
恩
師
や
旧
友
と

の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

　

名
張
市
か
ら
参
加
し
た
卒

業
生
九
期
の
宮
越
敬
子
さ
ん

は
現
在
、
伊
賀
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
ニ
ー
ト
や
引
き
こ

も
り
の
支
援
を
担
当
し
て
い

る
と
話
し
、「
大
学
時
代
に
本

当
の
意
味
で
の
福
祉
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
学
生
生
活
を
振
り
返
っ

た
。「
名
張
は
か
け
が
え
の
な

い
友
人
に
出
会
え
た
大
切
な

場
所
」
と
は
五
期
生
の
岡
野

佳
子
さ
ん
。
一
期
生
の
柏
木

秀
紀
さ
ん
は
現
在
大
阪
府
豊

中
市
の
病
院
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
と
語

り
、
卒
業
生
ら
が
名
張
で
の

学
び
を
生
か
し
全
国
各
地
で

活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

　

名
張
学
舎
の
歩
み
な
ど
に

つ
い
て
は
四
・
五
面
で
詳
し

く
取
り
上
げ
る
。

グ
ラ
ム
（
戦
争
に
つ
い
て
の

罪
悪
感
を
日
本
人
の
心
に
植

え
付
け
る
た
め
の
宣
伝
計

画
）
な
ど
に
あ
る
と
言
及
。

戦
勝
国
が
日
本
対
ア
メ
リ
カ

と
い
う
戦
争
の
構
図
を
、
日

本
の
軍
国
主
義
者
対
善
良
な

国
民
と
い
う
構
図
に
わ
い
曲

さ
せ
、
日
本
人
に
自
国
の
歴

史
や
祖
国
愛
を
否
定
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
国
家
を
自
己
崩

壊
さ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
と
伝
え
た
。

　

最
後
に
、
今
、
最
も
必
要

な
の
は
国
民
が
日
本
人
と
し

て
の
自
尊
心
を
持
ち
、
日
本

特
有
の
美
徳
を
取
り
戻
す
こ

と
だ
と
熱
弁
。競
争
よ
り
和
、

個
よ
り
も
公
、
自
己
主
張
よ

り
〝
察
す
る
〞
こ
と
に
重
き

を
置
く
日
本
人
の
美
徳
を
見

直
す
こ
と
が
重
要
だ
と
語
っ

た
。
そ
の
上
で
、
国
家
が
苦

境
で
あ
る
時
期
こ
そ
最
も
実

り
多
い
時
代
と
い
い
、
こ
の

危
機
を
バ
ネ
に
さ
ら
な
る
高

み
に
向
か
お
う
と
締
め
く
く

っ
た
。

●今号の注目記事
1 面

藤原正彦氏が講演
2 面
「建国記念の日の意義」
 伴五十嗣郎学長講義
「立志塾」田尾憲男氏講演会
3 面
大学女子バレー躍進
4・ 5 面 伊勢統合特集

名張学舎13年のあゆみ
ありがとう名張
6 面 高校・中学

春高バレー全国大会出場
8 面
第3回皇－1グランプリ
教育学科 4年永富彩香さんが優勝
●連載
2 面
皇學館人物列伝⑪ 千田 憲
3 面
リレーエッセイ　私の学生時代
荊木美行（史料編纂所教授）
7 面
先輩、お元気ですか
青山隆生氏（国文学科第4期・昭和44年卒）

古
郷
の

　

伊
勢
な
を
恋
し

　
　

初
日
影三

浦
樗
良

伊勢学舎　
法人本部・大学院・専攻科・文学部・
教育学部・現代日本社会学部　　　

名張学舎 ［大学院・社会福祉学部］

高等学校・中学校
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せ
ん
だ
け
ん
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四
十
一年
間
に
わ
た
り

　
　
　
　

皇
學
館
教
育
に
身
骨
を
砕
く
千
田
憲　

せ
ん
だ
け
ん

　
『
校
本
萬
葉
集
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。

上
代
文
学
を
志
す
も
の
が
第
一
に
就
い
て

学
ぶ
書
で
あ
る
。
こ
の
『
校
本
萬
葉
集
』

の
編
纂
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）年
七
月
十
日
。
十
一
日
に
は

東
京
帝
国
大
学
の
卒
業
式
に
明
治
天
皇
の

行
幸
が
あ
り
、
そ
の
際
、
元げ

ん

暦り
ゃ
く

校こ
う

本ほ
ん

萬
葉

集
や
藍ら

ん

紙し

本ぼ
ん

萬
葉
集
な
ど
に
つ
い
て
芳
賀

矢
一
・
佐
佐
木
信
綱
に
よ
る
解
説
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

千
田
憲
は
卒
業
生
と
し
て
、
高
木
市
之

助
、
小
林
好よ

し

日は
る

ら
と
と
も
に
こ
の
卒
業
式

に
出
席
し
た
。
引
き
続
き
大
学
院
へ
進
学

し
、
そ
の
間
、
佐
佐
木
信
綱
・
橋
本
進
吉

と
と
も
に
『
校
本
萬
葉
集
』
の
編
纂
に
従

事
。
殊
に
元
暦
校
本
萬
葉
集
の
校き

ょ
う

合ご
う

に
つ

い
て
は
、
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
る
古
河
虎

之
助
の
邸や

し
き

へ
半
年
間
毎
日
通
っ
た
。
は
じ

め
の
う
ち
、
古
河
家
は
千
田
の
前
で
金
庫

か
ら
の
出
入
庫
時
に
厳
格
な
紙
数
確
認
を

し
た
が
、
信
用
が
で
き
た
の
か
し
ば
ら
く

し
て
そ
の
「
儀
式
」
は
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
当
時
、『
校
本
萬
葉
集
』
の
編
纂
事
業

予
算
は
年
間
千
円
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
元

暦
校
本
を
古
河
虎
之
助
が
購
入
し
た
金
額

は
五
万
円
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
厳
重
に

管
理
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

千
田
憲
が
上
田
萬
年
の
周
旋
を
得
て
神

宮
皇
學
館
へ
赴
任
し
た
の
は
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）九
月
、
少
壮
二
十
九
歳
の
教

授
で
あ
っ
た
。
神
宮
文
庫
主
幹
な
ど
を
兼

任
し
、
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）三
月

の
廃
学
ま
で
の
二
十
九
年
間
を
伊
勢
で
過

ご
し
た
。
ま
た
、
再
興
後
も
亡
く
な
る
ま

で
皇
學
館
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

　

戦
前
の
教
え
子
に
は
中
世
社
会
経
済
史

の
小
島
鉦
作
、
伊
藤
整
に
影
響
を
与
え
た

歌
人
の
北
見
恂
吉
、
祝
詞
研
究
の
青
木
紀

元
、『
や
ち
ま
た
』の
足
立
巻
一
ら
が
お
り
、

中
途
退
学
し
た
が
海
音
寺
潮
五
郎
も
目
を

か
け
た
教
え
子
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
学

生
た
ち
の
短
歌
同
人
「
五ご

更こ
う

」
の
指
導
で

は
、
濃
厚
な
師
弟
関
係
を
築
い
た
。
昭
和

四
十
四
年
八
月
に
大
神
神
社
神
苑
に
八
十

の
賀
を
祝
し
て
千
田
の
揮
毫
に
よ
り
額
田

王「
下
近
江
国
時
作
歌
」の
碑
が
建
て
ら
れ

た
際
に
も
、
そ
の
建
設
費
に
対
す
る
賛
同

者
の
ほ
と
ん
ど
が
新
旧
皇
學
館
の
卒
業
生

で
あ
っ
た
。
今
も「
皇
學
館
大
學
教
授
千

田
憲
」
の
名
が
山
辺
道
を
往
来
す
る
人
々

の
目
に
留
ま
っ
て
い
る
。
短
歌
、
瞬
き
、

酒
、
三
行
半
の
葉
書
な
ど
逸
話
に
事
欠
か

ず
、
寡
黙
な
が
ら
学
生
に
与
え
た
影
響
は

大
き
か
っ
た
。

松
風
の
声
澄
み
わ
た
る
学
び
や
の

　

み
国
学
び
の
た
の
し
く
も
あ
る
か

　

奇
し
く
も
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十

三
日
、
肝
胆
相
照
ら
す
仲
で
あ
っ
た
高
木

市
之
助
と
同
日
に
帰
幽
。
旧
蔵
書
の
一
部

が
本
学
国
文
学
科
研
究
室
に
蔵
さ
れ
て
い

る
。 

（
文
学
部
准
教
授　

齋
藤　

平
）

伴
学
長
年
頭
講
話（
名
張
）・
必
修
科
目「
伊
勢
学
」（
伊
勢
）

「
建
国
記
念
の
日
の
意
義
」

　

毎
年
二
月
十
一
日
は
「
建

国
記
念
の
日
」で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
加

え
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十

一
年
の
こ
と
で
し
た
。
法
案

を
提
出
し
た
の
は
当
時
の
与

党
・
自
由
民
主
党
で
、
制
定

ま
で
に
は
野
党
の
強
い
反
対

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
反
対

理
由
の
大
き
な
一
つ
が
、〈
二

月
十
一
日
〉
の
由
来
と
し
て

『
日
本
書
記
』が
伝
え
る
初
代

神
武
天
皇
の
御
即
位
の
記
述

「
辛
酉
年
の
春
正
月
の
庚
辰

の
朔

つ
い
た
ちに
、
天
皇
、
橿
原
宮
に

即
帝
位
す
。
是
歳
を
天
皇
元

年
と
し
、
正
妃
を
尊
び
て
皇

后
と
し
た
ま
ふ
」
が
歴
史
的

事
実
と
は
言
え
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
記
録
が
歴
史
的
事
実

と
言
え
る
か
ど
う
か
。
結
論

か
ら
申
し
ま
す
と
、
こ
の
年

月
日
付
は
歴
史
的
事
実
の
日

と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
よ

り
、
今
と
な
っ
て
は
正
確
に

実
証
の
で
き
な
い
問
題
な
の

で
あ
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
初
代
天
皇
が

実
在
し
た
か
ど
う
か
な
ど
と

い
う
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と

自
体
が
、
実
は
全
く
の
ナ
ン

セ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。
今
、

日
本
に
は
厳
然
と
し
て
第
一

二
五
代
目
の
天
皇
陛
下
が
お

ら
れ
ま
す
。
一
二
五
代
と
い

う
代
数
に
は
、
あ
る
い
は
誤

り
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
に
代
々
即
位
さ
れ
て

き
た
天
皇
が
お
ら
れ
る
か
ら

に
は
、
必
ず
始
祖
と
い
う
べ

き
、
第
一
代
目
の
方
が
存
在

す
る
の
で
す
。
そ
の
実
在
を

疑
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
こ
そ
非
科
学
的
議
論
で

あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
つ

の
時
代
に
も
第
一
代
神
武
天

皇
の
御
業
績
を
讃
え
、
そ
こ

に
日
本
の
原
点
を
求
め
た
主

張
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

幕
末
の
英
傑
、橋
本
景
岳（
左

内
）先
生
は
、上
司
に
宛
て
た

書
状
の
中
で
、
神
武
天
皇
が

日
本
の
国
の
あ
る
べ
き
姿
・

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
子
孫

た
ち
に
御
示
し
に
な
っ
た
と

認
識
し
、
日
本
と
い
う
国
の

原
点
は
神
武
天
皇
に
あ
る
と

主
張
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
共
も
、
今
日
な
お
続
く

様
々
な
反
対
意
見
に
少
し
も

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
国
の
歴
史
を
正
し
く
し

　

一
月
十
二
日
に
名
張
学
舎
で
、
同

十
三
日
に
は
伊
勢
学
舎
で
、
そ
れ
ぞ

れ
学
内
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

式
辞
で
は
伴
五
十
嗣
郎
学
長
が

「
神
道
の
独
自
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
参

拝
の
際
に
柏
手
を
打
つ
習
俗
な
ど
を

例
に
挙
げ
て
、
日
本
人
が
独
自
性
に

富
む
「
型（
形
）」
を
大
切
に
す
る
民

族
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、日
の
神「
天

照
大
御
神
」
を
最
高
神
か
つ
女
性
神

と
し
て
崇
め
る
こ
と
な
ど
、
他
に
は

見
ら
れ
ぬ
固
有
の
考
え
方
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
、
成
人
を
機
会
に

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
確
立
す
る

必
要
を
強
く
訴
え
た
。

　

名
張
学
舎
で
は
、
社
会
福
祉
学
科

二
年
生
の
大
藪
綾
華
さ
ん
が
新
成
人

代
表
と
し
て
、「
成
人
に
な
る
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

閉
式
後
、
大
藪
さ
ん
は
、「
今
ま
で

は
自
分
の
行
動
や
発
言
に
つ
い
て
深

く
考
え
て
こ
な
か
っ
た
が
、
二
十
歳

に
な
っ
た
こ
と
で
自
分
の
言
動
に
つ

い
て
、
明
確
な
責
任
を
持
ち
た
い
。

新
し
い
環
境
（
伊
勢
学
舎
）
に
移
る

が
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
」と
抱
負
を
語
り
、大
人
と

し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
た
。

現代日本社会学部

「立志塾」開催のご報告
本学客員教授　　　　
田尾憲男氏講演会

　

本
学
で
は
各
界
で
ご
活
躍

の
方
や
客
員
教
授
等
の
方
々

を
講
師
に
迎
え
、
本
学
の
教

学
、
ま
た
産
官
学
・
住
の
一

体
的
振
興
を
図
る
地
域
貢
献

を
目
的
に
「
特
別
講
座
」
を

開
講
し
て
い
る
。

　

昨
年
八
月
六
日
、
伊
勢
学

舎
に
お
い
て
「
日
本
人
の
生

き
様
を
考
え
る
」
と
題
し
第

二
回
講
座
が
開
か
れ
た
。
講

師
は
本
学
客
員
教
授
で
憲

法
・
皇
室
法
研
究
家
・
鉄
道

情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
常

勤
監
査
役
の
田た

尾お

憲の
り

男お

先

生
。
田
尾
先
生
は
英
国
留
学

や
著
書
『
日
本
を
語
る
』
の

ご
執
筆
、
明
治
神
宮
武
道
場

至
誠
館
で
の
合
気
道
師
範
と

し
て
の
ご
経
験
を
ふ
ま
え
、

国
家
・
国
民
と
し
て
守
る
べ

き
主
権
や
文
化
、
歴
史
、
そ

し
て
精
神
を
、
学
生
一
人
ひ

と
り
の
心
へ
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。

　

受
講
し
た
学
生
た
ち
は
熱

心
に
講
義
を
拝
聴
。
昼
食
を

交
え
、
後
半
は
活
発
な
意
見

交
換
を
し
、
こ
の
国
を
支
え

て
ゆ
く
者
と
し
て
の
自
覚
を

新
た
に
し
て
い

た
。

　

受
講
生
か
ら

は
「
講
義
を
伺

っ
て
今
の
大
学

生
活
を
も
う
一

度
見
直
し
、
意

義
あ
る
も
の
と

し
た
い
と
感
じ

た
」「
日
本
人

と
し
て
誇
り
を

持
つ
た
め
に
歴

史
・
文
化
に
つ

い
て
も
っ
と
知

る
こ
と
が
大

切
」「
日
本
の

文
化
を
世
界
に

発
信
で
き
る
よ
う
に
学
ん
で

ゆ
き
た
い
」「
神
道
精
神
・
武

士
道
精
神
を
実
践
し
た
い
」

「
皇
學
館
の
使
命
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

次
回
は
、
二
月
十
三
日
㈰

に
再
び
田
尾
先
生
を
お
招
き

し
て
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

っ
か
り
と
学
ん
で
、
歴
史
的

事
実
よ
り
さ
ら
に
重
要
な
意

義
を
持
つ
歴
史
的
真
実
と
で

も
言
う
べ
き
も
の
、
千
年
以

上
も
の
長
い
伝
統
を
も
っ
て

日
本
人
の
根
本
の
思
想
を
支

え
て
き
た
所
の
も
の
を
つ
か

み
取
り
、
確
信
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

二
月
十
一
日
は
、
日
本
人

と
し
て
の
自
覚
を
堅
持
し
、

家
の
玄
関
に
日
の
丸
を
掲

げ
、
家
族
と
共
に
、
こ
の
国

の
誕
生
を
偲
び
、
御
祝
い
し

て
欲
し
い
と
心
か
ら
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

　

一
月
十
二
日
に
名
張
学
舎（
年
頭
講
話
）で
、同
二
十
八

日
に
は
伊
勢
学
舎（
必
修
科
目「
伊
勢
学
」）で
、伴
五
十
嗣

郎
学
長
に
よ
る
「
建
国
記
念
の
日
の
意
義
」
と
題
し
た
講

義
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、抜
粋
し
て
内
容
を
掲
載
す
る
。

六
四
〇
名
が
新
成
人
に

伊
勢
・
名
張
両
学
舎
で
学
内
成
人
式
を
挙
行
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学
生
時
代
の
思
い
出
と
い
っ
て
も
、

思
い
出
す
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
ば
か

り
。
自
慢
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
な
に

一
つ
な
い
。
学
部
は
高
知
大
学
の
人
文

学
部
。
こ
こ
で
四
年
間
過
ご
し
た
。
最

近
、
村
木
厚
子
先
輩
の
こ
と
を
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お

目
に
か
か
っ
た
記
憶
は
な
い
。

　

和
歌
山
生
ま
れ
の
ぼ
く
に
は
、
高
知

は
遠
い
存
在
だ
っ
た
。
後
年
、
し
ば
し

ば
進
学
の
動
機
を
訊
ね
ら
れ
た
が
、
高

三
の
十
二
月
か
ら
受
験
勉
強
を
始
め
て

合
格
で
き
る
一
期
校
な
ん
て
数
え
る
ほ

ど
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
高
校
の

こ
ろ
は
ず
い
ぶ
ん
イ
ジ
メ
ら
れ
た
の

で
、
大
学
は
、
同
級
生
の
敬
遠
す
る
遠

隔
地
と
決
め
て
い
た
。

　

知
ら
な
い
土
地
で
一
か
ら
の
生
活
、

そ
れ
も
一
人
暮
ら
し
は
た
い
へ
ん
だ
っ

た
が
、高
知
の
四
年
間
は
愉
快
だ
っ
た
。

空
は
ど
こ
ま
で
も
碧
く
、
当
時
人
気
の

あ
っ
た
青
柳
裕
介
さ
ん
の
『
土
佐
の
一

本
釣
り
』
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
。
で

も
、
そ
の
こ
ろ
の
高
知
は
、
想
像
を
絶

す
る
田
舎（
笑
）。
テ
レ
ビ
な
ん
か
二
局

し
か
映
ら
な
い
し
、『
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』

も
書
店
に
並
ぶ
の
は
土
曜
日
の
午
後
。

朝
刊
に
前
夜
の
ナ
イ
タ
ー
の
得
点
経
過

が
途
中
ま
で
し
か
載
ら
な
い
の
に
は
唖

然
と
し
た
（
夕
刊
の
な
い
地
域
が
あ
る

こ
と
も
、は
じ
め
て
知
っ
た
!
）。
そ
れ

で
も
、万
事
快
適
。大
学
生
が
少
な
い
か

ら
、
街
の
ひ
と
は
大
切
に
し
て
く
だ
さ

る
し
、級
友
は
み
ん
な
親
切
だ
か
ら
、も

う
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

学
生
だ
か
ら
酒
も
飲
ん
だ
し
、
よ
く

遊
ん
だ
が
、
勉
強
も
楽
し
か
っ
た
。
当

時
の
史
学
専
攻
に
は
、
秋
澤
繁
・
金
子

修
一
・
玉
井
力
・
福
地
惇
と
い
っ
た
錚

々
た
る
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
た
し
、

山
本
大
先
生
や
伊
野
部
重
一
郎
先
生
も

出
講
し
て
お
ら
れ
た
。
山
本
先
生
は
、

石
母
田
正
氏
や
家
永
三
郎
氏
と
東
大
国

史
の
同
期
。
お
二
人
の
こ
と
は
、
い
つ

も
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
学
史
に
興
味
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
先
生
の
談

話
の
影
響
で
あ
る
。
だ
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
、
鮮
烈
だ
っ
た
の
は
玉
井
先
生

と
金
子
先
生
の
講
義
。
大
学
院
進
学
を

考
え
た
の
も
、
両
先
生
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
そ
れ
で
、
四
回
生
に
な
っ

た
と
き
…
…
。
え
っ
、
も
う
字
数
な
い

の
？　

で
は
、
大
学
院
受
験
の
話
は
、

ま
た
い
つ
か
。

　

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
本
学
客

員
教
授
で
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
の
葛
西

敬
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、
第
八
回

「
現
代
日
本
塾
」
が
開
催
さ
れ
た
。

国
鉄
分
割
民
営
化
を
成
し
遂
げ
、

現
在
も
超
電
導
リ
ニ
ア
に
よ
る
中

央
新
幹
線
の
建
設
、
高
速
鉄
道
の

海
外
展
開
等
に
取
り
組
む
葛
西
氏

は
、
経
験
に
基
づ
い
た
リ
ー
ダ
ー

論
を
展
開
。
実
体
験
か
ら
語
ら
れ

る
重
み
あ
る
言
葉
に
、
学
生
は
惹

き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

講
演
の
中
で
葛
西
氏
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
三
要
素
と
し
て
①

方
針
・
目
標
の
決
定
、
②
企
画
・

立
案
、
③
統
率
・
実
行
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
「
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
人
や

自
然
と
交
流
し
た
原
体
験
に
基
づ

く
人
間
力
が
必
要
」
と
説
い
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
で
は
、
時
勢
を

反
映
し
て
か
就
職
や
仕
事
に
関
す

る
質
問
が
相
次
い
だ
。「
仕
事
を

決
め
る
際
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は

何
か
」
と
の
問
い
に
氏
は
、「
す
べ

て
は
縁
。『
こ
れ
だ
け
は
嫌
だ
』
と

い
う
仕
事
に
は
就
か
な
い
方
が
よ

い
。
長
期
的
、
安
定
的
に
取
り
組

め
る
仕
事
な
ら
ば
、
取
り
組
む
う

ち
に
天
職
に
な
っ
て
い
く
」
と
示

唆
に
富
む
回
答
を
し
た
。

　

現
代
日
本
社
会
学
科
一
年
生
の

小
田
智
香
さ
ん
は
「〝
人
と
の
付

き
合
い
が
大
事
〞
と
い
う
部
分
が

印
象
に
残
っ
た
。
大
学
生
活
で
出

会
う
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
学
べ
る

こ
と
を
学
び
、
大
き
な
人
間
に
な

り
た
い
」と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

同
浜
口
俊
介
君
は
「
挫
折
を
味
わ

う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
話
が
心

に
響
い
た
。
今
後
、
失
敗
を
経
験

し
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
で
自
信

に
つ
な
げ
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

　
　

二
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し

た
要
因
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま

す
か
。

東
◆
一
昨
年
の
秋
、
わ
た
し

が
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
ま

ず
取
り
組
ん
だ
の
は
チ
ー
ム

の
意
識
改
革
。
三
部
に
甘
ん

じ
る
の
で
は
な
く
、
二
部
、

一
部
と
上
の
リ
ー
グ
を
め
ざ

し
た
い
と
い
う
思
い
を
メ
ン

バ
ー
に
訴
え
ま
し
た
。

菱
田
◆
そ
の
時
一
年
生
だ
っ

た
私
た
ち
を
は
じ
め
チ
ー
ム

全
員
が
同
じ
思
い
だ
っ
た
の

で
、
迷
わ
ず
東
さ
ん
に
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で

目
標
を
共
有
で
き
た
こ
と
が

強
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
　

意
識
が
変
わ
っ
て
か
ら

チ
ー
ム
内
に
変
化
は
？

東
◆
自
覚
が
芽
生
え
て
か
ら

自
然
と
練
習
方
法
も
変
わ
り

ま
し
た
。
二
カ
月
間
、
ひ
た

す
ら
走
り
こ
ん
で
体
力
を
つ

け
た
り
自
己
流
だ
っ
た
フ
ォ

ー
ム
を
見
直
し
た
り
…
…
。

基
礎
基
本
を
徹
底
し
た
こ
と

で
チ
ー
ム
力
の
底
上
げ
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

菱
田
◆〝
考
え
る
バ
レ
ー
〞に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
常
に

試
合
を
意
識
し
て
、
レ
シ
ー

ブ
に
し
て
も
単
に
拾
う
の
で

は
な
く
、
先
の
先
ま
で
考
え

て
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

チ
ー
ム
の
強
み
、
特
色

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

東
◆
い
い
意
味
で〝
子
ど
も
〞

の
チ
ー
ム
。
一
点
取
っ
た
ら

喜
び
を
爆
発
さ
せ
、
一
生
懸

命
や
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く

思
わ
な
い
。
そ
の
熱
さ
が
強

み
だ
と
思
い
ま
す
。

菱
田
◆
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
控
え

の
区
別
な
く
気
持
ち
が
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
ベ
ン
チ
か
ら
の
声
掛
け

な
ど
、
他
校
の
生
徒
が
驚
く

ほ
ど
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ

で
す（
笑
）。

　
　

キ
ャ
プ
テ
ン
、
メ
ン
バ

ー
と
し
て
苦
労
し
た
点
を
そ

れ
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
◆
先
輩
方
が

抜
け
る
と
一
か

ら
チ
ー
ム
づ
く

り
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の

で
、
意
識
の
高

い
部
員
を
育
て

る
こ
と
に
苦
労

し
ま
し
た
。
も

ど
か
し
さ
か
ら

時
に
は
感
情
ま
か
せ
に
厳
し

い
言
葉
を
浴
び
せ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
わ
か
っ
て
は
い

て
も
、
嫌
わ
れ
役
に
な
る
の

は
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。

菱
田
◆
あ
る
日
、
東
さ
ん
が

「
わ
た
し
が
辞
め
れ
ば
、
チ

ー
ム
は
一
つ
に
ま
と
ま
る
の

か
な
」
と
弱
気
な
発
言
を
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

誰
よ
り
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

愛
し
て
い
る
東
さ
ん
を
そ
こ

ま
で
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た

こ
と
が
情
け
な
く
て
…
。
そ

の
時
、
東
さ
ん
一
人
が
頑
張

る
の
で
は
な
く
、
そ
ば
で
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
　

新
チ
ー
ム
に
望
む
こ
と

は
。

東
◆
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
周
り
の
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

で
す
ね
。勝
ち
負
け
の
前
に
、

人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

新
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
チ
ー

ム
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

菱
田
◆
「
全
員
が
キ
ャ
プ
テ

ン
」
と
言
え
る
チ
ー
ム
に
し

た
い
で
す
ね
。
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
常
に
全
体
の
こ
と
を
考
え

一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で

い
け
る
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

で
す
。

校
で
あ
る
河
南
師
範
大
学

（
中
国
・
新
郷
市
）に
お
い
て
、

半
田
美
永
文
学
部
国
文
学
科

教
授
が
「
文
学
に
見
る
日
本

近
代
の
黎
明
期
」と
題
し
て
、

記
念
講
義
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
に

本
学
と
の
間
で
締
結
し
た
学

術
交
流
協
定
を
記
念
し
て
の

も
の
で
、
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
幕
開
け
と
し
て
河
南
師

範
大
学
が
企
画
し
た
。

　

半
田
教
授
は
、
主
に
森
鷗

外
・
坪
内
逍
遙
・
正
岡
子
規
に

つ
い
て
、
二
年
生
を
中
心
と

す
る
日
本
語
学
科
生
と
そ
の

ス
タ
ッ
フ
約
三
百
名
を
相
手

に
二
日
間
に
わ
た
る
熱
弁
を

振
る
っ
た
。
聴
講
し
た
学
生

か
ら
は
後
日
、
多
く
の
感
想

文
が
半
田
教
授
の
元
に
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
教
員
の
孫

士
趙
さ
ん
は
、「
日
本
の
研
究

者
が
実
際
に
教
壇
に
立
つ
こ

と
は
、
我
々
の
講
義
よ
り
何

倍
も
の
説
得
力
が
あ
る
。
学

生
た
ち
の
眼
の
輝
き
が
普
段

と
違
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　

講
義
を
終
え
た
半
田
教
授

は
、「
中
国
の
学
生
の
修
学
意

欲
は
、
す
ご
い
。
魂
を
込
め

な
い
と
対
峙
で
き
な
い
ほ
ど

の
熱
心
さ
で
、
講
義
し
や
す

い
環
境
だ
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
機
会
が
活
発
に
な
り
、

両
校
の
絆
が
よ
り
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し

た
。
な
お
、
半
田
教
授
に
は

講
義
終
了
後
、
こ
れ
ま
で
の

功
績
に
対
し
て
、
河
南
師
範

大
学
か
ら
客
員
教
授
の
称
号

が
授
与
さ
れ
た
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
日
お
よ

び
二
十
一
日
の
両
日
、
協
定

河
南
師
範
大
学
で

河
南
師
範
大
学
で  

半
田
美
永
教
授

半
田
美
永
教
授
がが
記
念
講
義

記
念
講
義

熱
気
の
な
か
で
迎
え
ら
れ
る

熱
気
の
な
か
で
迎
え
ら
れ
る

新旧キャプテンインタビュー

大学女子バレーボール
2部リーグに昇格!

　

本
学
排
球（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）部
女
子
が
昨
春
に
開
催
さ
れ
た
東
海
三
部
リ
ー
グ
戦
で
優

勝
。
入
れ
替
え
戦
で
岐
阜
経
済
大
学
を
破
り
、
み
ご
と
二
部
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
た
。

昇
格
後
に
行
わ
れ
た
秋
の
二
部
リ
ー
グ
戦
で
は
八
チ
ー
ム
の
う
ち
六
位
と
奮
闘
。
そ
の
躍

進
の
理
由
に
つ
い
て
、昨
年
十
二
月
ま
で
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た
東
亜
美
さ
ん（
教
育
学
科

三
年
）、
新
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
っ
た
菱
田
菜
緒
さ
ん（
同
学
科
二
年
）の
二
人
に
伺
っ
た
。

体
験
的
リ
ー
ダ
ー
論
を
語
る

講
師
◆
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長　

葛
西
敬
之
氏

第 8回 現 代 日 本 塾
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地域社会に福祉文化を構築
西 岡 時 彦さん
国文 5期●伊賀市社会事業協会理事長

　名張学舎13年の歳月の中で、地域社会に福祉
文化を構築し、「理念」実現のために全学を挙げて
取り組まれたことはまことに貴重でありました。広く
「福祉」を学んだ館友2000名余りが輩出されました。私共の法人にも就職
され、保育園や老人・障害者の福祉現場で、日夜「幸せ作り」の仕事に当
たっていただき、有り難く存じています。また、月例文化講座は初回から出
来る限り受講いたしました。先生方が専門研究を分かり易く語りかけていた
だいたことを感謝しています。今後は、名張での実績を地域とのつながりや
未来を拓く学問の充実発展のために活かされますよう切にお願い申し上げ
ます。

どんな実を結ぶのか注目したい
松 本 基 子さん
旧教員●社会福祉学部教授

　寒風が吹くある日、私は昔のゼミ学生と共に名張
学舎を訪ねた。「私たちの心の拠り所、名張学舎が
無くなってしまうんです」と悲鳴にも似たメールが何
通か届いたのだ。社会の中堅として働いている卒業生にとって青春そのも
のである思い出の場に誘われ、共感することができた。
　「社会福祉学部を創設し、歴史を築いていく!」　　教職員も初期の学
生も情熱と気概に燃えていた。そして、その学生等を受け入れ指導してくれ
た名張の様々な実習現場の指導者達にも心からの感謝。世界で少子高
齢化の最先端を走り、益々重要になる福祉を縮小した皇學館大学を悲し
みながら、名張に蒔かれた一粒の種が今後どんな実を三重県一帯に結ぶ
のか、名張で育った卒業生と共に注目していこう。

母校で学んだ経験を誇りに
村 井 美 紀さん
卒業生 1期●みえ夢学園高校教諭

　広 と々した敷地に、真新しい校舎、初めて会う仲
間たち…心機一転の新しい環境に胸躍らせ門をくぐ
ったのがつい先日のようです。
　名張学舎で学んだ4 年間は、専ら自分探しをした時期だったと感じてい
ます。私は4年目にしてようやく目標を絞り、卒業後にも伊勢学舎と名張学
舎を行ったり来たりしながら夢を叶えました。少し遠回りをしましたが、これま
でに味わったことのない充実感がありました。これも、夢を追いかけるきっか
けを与え、応援してくださった先生方のおかげであると、感謝をしております。
　今もまだまだ勉強の日々ですが、母校で学んだ経験を誇りにしながら、成
長し続けたいと思っています。

名張学舎はわたしの原点
前 川 り ささん
卒業生 8期●里山学院児童指導員

　入学前、消極的な自分を変えたくて「大学では自
分で決めたことをやりぬく」と心に決めました。それが
原動力となり、様々な経験を積むことができました。
中でも印象深いのは、皇名祭実行委員長を務めたことです。理想と現実と
の差や、自分の無力さに悩みました。しかし、教職員の皆さんや同学年の仲
間達、先輩・後輩、そして地域の方々のおかげで無事に任務を全うすること
ができました。
　卒業後も、自信が持てなくなると名張学舎に足を運びました。いつも思い
出すのはあの時の気持ちであるからです。
　「名張学舎」は私の「原点」です。私たちの愛した場所が、新たな学びの
場で再び活気付くことを願っています。

「帰る場所」のような存在
小田谷　美緒さん
現 3年生

　名張学舎を離れることも、春から伊勢に通うことも
まだまだ整理ができていない自分が居ます。ただ、撤
退の準備が進む大学と、学生の姿がほとんど見られ
ない静かな学舎から、その現実を受け入れざるを得ない状況です。
　今振り返ると、特別な何かではなく、名張学舎で過ごした何でもない日常
が大切な想い出なのだと思います。
　卒業生が名張学舎に遊びに来ているように、卒業後に同期生と共に名
張学舎に訪れ、大学生活の想い出を語るのが私の夢でした。私にとって名
張学舎は「帰る場所」のような存在になっていたのだと思います。
　たくさんの想い出をくれた名張学舎と、その想い出を共に過ごしてくれた
方々に感謝します。

名張は正史に表れる要衝の地
奥 田 正 昭さん
国文 2期●元名張市役所職員

　名張は古来、大和畿内の東端に位置し、東国へ
の要衝の地として拓かれ、記紀に著され、伊賀地域
内では唯一、万葉集に「ナバリ」が登場する。薬師
寺縁起の記録、天武天皇皇女大来が建立したとされる国史跡夏見廃寺
跡、それぞれ形状の異なる古墳群、中世とりわけ荘園史に必須の黒田荘、
申楽談義に表れる能楽発生の地等々、これらの事象・事柄を点として各々
の時代を端的に示し、その流れを帯として日本の歴史の変遷を垣間見るこ
とができる。そんな名張に突然立地し、西部劇のヒーローのように忽然と去
る「社会福祉学部」。翻って、伊勢は私の青い時を過ごした証の地である。
同様に名張で過ごした学生達は変貌する現代社会とは無関係に心に、私
同様、かけがえのない時を刻んだと想いかえす事でしょう。願わくばその場
所は我が国の正史に表れる要衝の地であった事に想いを致して欲しいと。

温故創新の気概をもって
津 田 　達さん
旧教員●社会福祉学部教授

　名張に新設された社会福祉学部の情報系科目
担当になったのは平成11年でした。「我が背子はい
づく行くらむ沖つ藻の名張の山を今日か越ゆらむ」と
万葉歌で歌われているように、名張の地は古くからいわれのある所です。学
舎は高台に建ち自然に恵まれた教育環境でした。社会福祉は高齢化が進
む今必須の教育研究分野であり、とりわけ情報通信分野は働き手の人口
が減る中でいずれ行き詰まる介護環境を劇的に変える可能性を秘めてお
り今後一層重要性が増すと思います。平成16年に定年退職しましたが、そ
の後の急激な少子化などにより今年度で名張学舎が撤退するのはまこと
に残念に思います。卒業生は大学で学んだことを基礎に新しいことを生み
出す意を込めた温故〝創〞新の気概をもって社会に役立ってください。

福祉社会を担う大きな力に
伊 東 雅 法さん
現職員●就職課長

　平成10年に名張学舎が開設される1年前、社会
福祉学部の学生募集を担当していた私は東海・関
西地区の高校訪問に駆けずり回りました。そして、
将来は社会福祉の分野で貢献したいという多くの学生が入学してきまし
た。平成15年 4月に社会福祉学部就職課長として着任し、今度は在学生
の就職指導という出口を支援する立場に。学生たちの社会福祉への志向
は高く、自ら施設や地域のボランティア、自主実習に名乗りを上げ、スキル
の向上と就職情報収集に躍起になっている学生で溢れていました。
　就職率も1期生からOB・OGもいない中で約96％と大健闘。社会福祉
学部全卒業生の約半数は福祉分野で活躍し、これからの福祉社会を担う
大きな力となっていくに違いありません。

今の仕事に就くきっかけに
落 合 伸 也さん
卒業生 3期●名張市社会福祉協議会

　私は現在、名張市社会福祉協議会に勤務してい
ます。今の職種を志したのは、学生時代に地域の方
と々学生との軽スポーツを通じた交流会「愛ふれ」で
地域に関わる魅力を感じたこと、恩師から「あなたは社会福祉協議会に向
いている」と言われたことがきっかけでした。それらは、社会福祉協議会の職
員になった今も自分の基本にあると思います。本当に感謝しています。
　今も大学の前を通るたびに、「自分はどんな気持ちで今の仕事に就きた
いと思っていたのか」ということをいつも振り返っています。社会福祉学部
が無くなることは非常に残念ですが、学生生活においての様々なつながり
はこれから先も大切にしていきたいと思います。
　お世話になった教職員の皆様、本当にありがとうございました。

成長して巣立っていってくれた
藤 本 和 大さん
居酒屋「きはらし」店主

　社会福祉学部が開設されてから名張の町には学
生さんが増え、地方からやって来た人も多くいて、活
気づいていました。アルバイトをしてくれる学生も1
期生から続いています。エピソードとして思い出に残っているのは高島昌二
先生（前学部長・現名誉教授）のこと。先生がお店によくお見えになっていた
時、可愛がってくれていたアルバイトの女の子に「生ビールの泡は1センチ
がおいしい」とおっしゃられ、以来、泡は少なめにしていました。そんな常連客
ならではのやり取りも楽しかったです。アルバイトの学生を叱りとばしたこと
もありますが、卒業する頃にはみんな成長して巣立っていってくれました。大
学がなくなるのは本当に残念です。名張の駅前に「きはらし」という店があ
ったことを思い出していただければ嬉しいです。店に寄っていただいた多く
の教職員の皆さん、学生さん、ありがとう。

充実した日々を送れたことに感謝
榎 本 恵 実さん
現 2年生

　沖縄から名張の祖父母宅に引っ越すこともあり、
社会福祉学部へ進学を決めました。
　内地のことも知らず知り合いすらいない状態から
始まり不安でしたが、入学後の曽爾合宿で友達ができ、先輩や教職員の
皆さんとも親しくなれました。今では、学内唯一の沖縄出身ということもあり、
本名よりも「ちゅらさん」のあだ名で名前が通るほどになりました。
　課外活動ではフットサル部のマネージャー等をはじめ、学生支援センター
の学生スタッフ、叶教授主催の「遊び塾」サポーター、また皇名祭では製作
部署員を務めました。大学を通して多くの方 と々関わり、たくさんの経験がで
きました。充実した2年間を送れた名張学舎に感謝しています。

地域との交流に大きく貢献
松 鹿 昭 二さん
名張市教育委員長

　皇學館大学は名張市との連携に尽力され、教育
や福祉の面だけでなく、地域との交流にも大きく貢
献されました。「隠〈なばり〉街道市」のときのこと。私は
皇大生が活動する榊町集議所で「名張の昔話」の紙芝居を見ようと中に
入ると、私一人でしたが笑顔で「よくいらっしゃいました」と、2 人の女子学
生が「頓子地蔵」等を紹介してくれました。男子学生が運んできた郷土料理
「のっぺ汁」も実に美味しかったです。出身が滋賀県と四日市という女子学
生 2人に「名張市のどこが好きか」と尋ねたところ、「名張の住民は人情厚
く楽しく交流できます。昔の町並に川が流れ、歴史と文化が薫る不思議で
魅力的なまち。だから好きです」。思わず感動を覚えた次第です。

地域福祉の芽を植えていただいた
田 畑 純 也さん
名張市まちづくり推進協議会副会長

　平成10年 4月に社会福祉学部が開設。以降、先生・
学生の皆様には名張市の地域福祉に多大なるご尽力
をいただきました。平成16年、名張市が推進する名張地
区の地域福祉計画につきましては、公民館でワークショップを開催し、今後の事
業展開や方向性を皇學館大学社会福祉学部の皆様にまとめていただきました。
　また平成18年、地域社会と大学が新しい形を目指して教育・研究両面の活動
拠点とし名張駅前に「まちなか研究室・事務室」を大学により開設していただきま
した。その時のキャッチフレーズが「地域で育てる、地域を育てる」でした。その言
葉どおり学生が企画・取材・編集し地域情報誌の発行を通じ地域連携を実践し
たのではないかと思います。名張地区に大学は大きな地域福祉の芽を植えてい
ただいたのではないかと思います。今後はその芽を大きく育てるのが地域の役割
だと考えています。

さまざまな出会いに感謝
山村（山本）典子さん
旧職員

　私が教務課職員・LL助手として勤務したのは名
張学舎開設からたったの4年足らずです。その4年
間に、やさしい上司やゆかいな仲間、生涯の師とな
る建部久美子先生、自分らしく生きる楽しさを教えてくださったジョン・ポッタ
ー先生ご夫妻などさまざまな出会いがありました。恋話、悩み相談、早すぎる
死を迎えた愛ちゃん、学生さんたちの顔も頭をよぎります。そして、福祉との
出会い。今、私は名張市内で流れている「FMなばり」でパーソナリティとし
て福祉のコーナーを放送しています。多くの人 と々福祉の出会いを紡いで
きた名張学舎がなくなるのは本当に、本当に残念ですが、巣立っていった
学生さんたちと共に、福祉の種を蒔いていきたいと思います。ありがとうござ
いました。

人を支える為のノウハウを学んだ
萩 原 豊 和さん
卒業生 1期●八柱神社宮司、
社会福祉法人敬愛会・長谷山寮生活支援員

　神職としての福祉とは何か…という疑問を持ちなが
ら、完成したばかりの名張学舎に来た時の感動を今でも
鮮明に覚えています。
　福祉を学ぶ傍ら、櫻井治男先生引率の下、名張市内をはじめ三重県内各地
での祭り見学、第 1 回～第 4 回の皇名祭においては神明宮にて斎主として奉
仕させて頂く等、思い出に残ることは数多くあります。
　現在、障害者福祉施設の生活支援員と縁ある地域の氏神様の宮司として神
明奉仕に務めるなか、名張学舎で学んだ「人を支える為のノウハウ」が普段の仕
事はもとより、氏子さん達との関わりの中にも活きていることが実感できます。
　多忙ながらも充実した「今」があるのも、名張学舎と諸先生方の御蔭と深く感
謝しています。

社会人として大切なことは
みんな大学時代に教わった
勝 田 茂 樹さん
卒業生 4期●松阪ケーブルテレビ

　学生時代に高齢者運動会や大学祭、商店街
のイベントなどに参加する中で私は多くの仲間を見つけ、人と関わる楽しさ
に気付くことができました。特に、街を盛り上げようと一生懸命に市民活動
を続ける大人達を見て、この人達を皆に知ってもらいたい、応援したいとい
う気持ちからケーブルテレビで働くことを決めました。その気持ちは揺らぐこ
となく、僕は働いています。
　現在も、休日になると大学時代の仲間を誘い、市民活動やボランティア
を続けています。今の私の夢は、障害者が集うカフェをつくることです。「え
え街にしたい」その思いの源にはいつも大学があります。大学時代があった
から、夢を見る今があると感謝しています。

第二のふるさとと思って
飯 野 好 孝さん
お食事処「いいの」店主

　名張学舎の印象は駅前の「まちなか研究室」で
の活動をはじめ、地域との関わりを大切にする学生
さんがたくさんいたように思います。当店もサークル
等の新入生歓迎会や卒業生を送る会などで多く利用していただきました。
今も、遠くに離れて暮らす卒業生が名張に帰ってきた際に立ち寄ってくれた
り、名張で就職した人たちの中には地域の消防団で一緒に活動している
若者もいます。名張学舎はなくなってしまいますが、どうか第二のふるさとと
思ってまた元気な顔を見せてください。みなさんの今後のご活躍を期待して
います。

題字
伊 藤 潤 一
卒業生 8期●書家・新日本印刷工業㈱

学生や市民の方など
多くの人々に愛され
親しまれた名張学舎。
統合されるにあたり、
みなさまから寄せられた
心温まるメッセージを
ご紹介します。
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平成23年 4月より社会福祉学部は伊勢学舎に統合され、惜しまれつつも
名張から姿を消すこととなりました。平成10年の開設以来、
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平成 9年（1997）

平成10年（1998）

平成11年（1999）

平成12年（2000）

平成13年（2001）

平成14年（2002）

平成15年（2003）

平成16年（2004）

平成17年（2005）

平成18年（2006）

平成19年（2007）

平成20年（2008）

平成21年（2009）

平成22年（2010）

平成23年（2011）

伊 勢 統 合 特 集

名張学舎
13年のあゆみ平成23年 4月より社会福祉学部は伊勢学舎に統合され、惜しまれつつも平成23年 4月より社会福祉学部は伊勢学舎に統合され、惜しまれつつも

名張から姿を消すこととなりました。平成10年の開設以来、名張から姿を消すこととなりました。平成10年の開設以来、
地域に開かれた大学として愛されてきた13年。その軌跡をたどります。地域に開かれた大学として愛されてきた13年。その軌跡をたどります。

　　名張学舎での13年間を振り
返り、今どのような思いですか

　社会福祉学部の設置は本学に

とって大きな挑戦でした。新し

い学部を、新しい地で、新しい

スタッフとともに一から創り上

げていくんだという気概に満ち

ていましたね。日本の歴史・文

化を教授する本学が、福祉の分

野に踏み出すことに疑問視する

声もありました。しかし、神宮

皇學館以来の長き伝統を受け継

ぐ学校が現代社会の課題に向き

合うことに多くの方が篤い信頼

を寄せ、後押ししてくださいま

した。これまでに輩出した人材

はおよそ2,000人。神道福祉を理

念とする学校としてひとつの開

発性を示すことができたのでは

ないかと考えています。

　　地域においてどのような役
割を果たしたとお考えですか

　大きく 3つあると考えていま

す。ひとつは知的拠点としての

役割です。図書館は一般の人が

貸し出しできますし、月例文化

講座を開催したり、ハード・ソ

フト両面において活用していた

だけるようにしました。次に、

研究組織として日本の福祉のあ

り方に方向性を発信することが

できた点です。現在の社会福祉

における制度やシステムは欧米

をモデルにしていますが、本来、

福祉はその国の文化・社会と密

接に関わっているもの。本学で

はアジアを基軸に欧米との比較

の観点から福祉の諸問題を研究

し、関連の国際シンポジウムを

開催するなど日本型福祉につい

て考察を進めてきました。

　最後は協働による地域活性で

す。三重大学と伊賀文化フォー

ラムを開催したり、「まちなか研

究室」を拠点に地域、学生、教

師が一丸となって多彩な活動を

行ってきました。

　　地域との結びつきが強い学
舎、学科という印象があります

　そうですね。その意味では学

生たちにいちばん感謝していま

す。ボランティア活動や祭り、

イベントなどの地域活動に学生

たちが自らの意思で積極的に参

加してくれました。彼らの行動

を通して学部の特性や教育の成

果が伝わり、市民の方々に温か

い目で見守っていただけたのだ

と思います。皇名祭（大学祭）に

は多くの地元の方が来場され盛

り上がりましたし、真の意味で

地域に溶け込んだ学部でした。

伊勢学舎に移転してもこれまで

に培ってきた絆、信頼関係は続

いていくでしょう。学生たちが

この学部で得た経験や人脈、学

んだことを生かして活躍してく

れることを期待しています。

学部長インタビュー

学生たちに感謝社会福祉学部長
櫻 井 治 男先生
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皇學館高等学校創立50周年・皇學館中学校創立35
周年記念事業寄付金進捗状況
区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

3 450,000 450,000

42 4,240,000 4,180,000

15 435,000 435,000

151 6,861,000 6,861,000

64 1,095,000 1,095,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 400 16,766,000 16,656,000
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館
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等
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立
五
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周
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・
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學
館
中
学
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創
立

三
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
活
動
は
、
十
九
年
六
月
、
正
式

に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
募
財
活
動
の
中
心

を
「
生
徒
の
教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の
募
金
状
況
は
、
次
の

通
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
理
解
に
感
謝
申
し
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げ
ま
す
と
同
時
に
、今
後
の
ご
賛
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・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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昨
年
十
二
月
二
十
一
日
に
校
内

ス
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ー
ツ
大
会
が
実
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さ
れ
た
。

二
学
期
の
競
技
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
。
男
女
で
そ
れ
ぞ
れ
二
リ
ー
グ

に
分
か
れ
、
一
チ
ー
ム
三
組
で
競

い
総
合
得
点
で
勝
敗
を
決
し
た
。

初
の
全
校
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
っ

た
今
年
度
は
新
し
く
な
っ
た
第
二

　

昨
年
十
一
月
二
十
日
に
開
催
さ

れ
た
通
称
〈
春
高
バ
レ
ー
〉
三
重

県
大
会
決
勝
で
男
子
バ
レ
ー
部
が

フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
に
四
日
市
工
を

破
り
、
県
下
四
十
校
の
頂
点
に
立

っ
た
。
こ
れ
で
男
子
バ
レ
ー
部
は

三
年
連
続
九
回
目
の
春
高
バ
レ
ー

全
国
大
会
出
場
と
い
う
快
挙
を
達

成
。
県
内
外
に
そ
の
名
を
知
ら
し

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

春
高
バ
レ
ー
、三
年
連
続
・
九
回
目
の
全
国
大
会
出
場

三
年
Ｂ
組
が
総
合
優
勝

二
学
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
々
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
百
人
一
首
大
会

萩
原
莉
花
さ
ん
が
個
人
優
勝

　

毎
年
恒
例
の
第
十
一
回
百
人
一

首
大
会
が
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
一
月
十
四
日
、
行
わ
れ
た
。

　

競
技
は
六
歌
仙
に
ち
な
み
六
組

の
ク
ラ
ス
別
対
抗
で
行
わ
れ
、
各

組
の
総
合
獲
得
枚
数
に
よ
り
優
勝

ク
ラ
ス
を
決
し
た
。

　

今
年
も
上
の
句
の
五
文
字
で
札

を
取
る
生
徒
が
多
く
、
日
々
の
学

習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

競
技
の
最
初
に
は
札
の
場
所
を
覚

え
る
暗
記
タ
イ
ム
が
設
け
ら
れ
、

自
分
の
得
意
な
札
の
場
所
な
ど
を

集
中
し
て
覚
え
て
い
た
。
狙
っ
て

い
た
札
を
取
る
ス
ピ
ー
ド
は
素
晴

ら
し
く
、
札
を
手
に
し
た
生
徒
の

誇
ら
し
げ
な
表
情
も
大
変
印
象
的

で
あ
っ
た
。
喜
ん
だ
り
悔
し
が
っ

た
り
と
選
手
も
盛
り
上
が
り
、
ど

の
ク
ラ
ス
が
取
っ
た
の
か
カ
ー
ド

が
各
組
か
ら
上
が
る
と
観
客
席
か

ら
も
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
各
ク
ラ
ス
の
代
表
生

徒
に
よ
る
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。

五
十
首
か
ら
三
十
首
を
競
う
も
の

で
、
代
表
六
名
の
生
徒
た
ち
の
実

力
に
観
客
席
も
魅
了
さ
れ
た
。
個

人
戦
の
た
め
ク
ラ
ス
の
勝
敗
に
は

関
わ
ら
な
い
が
、
自
分
の
ク
ラ
ス

の
代
表
を
応
援
す
る
歓
声
は
素
晴

ら
し
く
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。

　

総
合
優
勝
は
三
年
Ｂ
組
、
準
優

勝
は
三
年
Ａ
組
。
組
別
優
勝
は
小

町
三
年
Ａ
組
、
業
平
三
年
Ｂ
組
、

遍
昭
三
年
Ａ
組
、喜
撰
一
年
Ａ
組
、

黒
主
三
年
Ａ
組
、康
秀
三
年
Ｂ
組
。

個
人
戦
優
勝
は
萩
原
莉
花
さ
ん

（
三
Ａ
）、
準
優
勝
は
奥
田
健
吾
さ

ん（
二
Ａ
）、
𠮷
田
真
さ
ん（
二
Ｂ
）

で
あ
っ
た
。

 

神
奈
川
県 

三
十
万
円 

寒
川
神
社
様

（
高
座
郡
寒
川
町
）

 

三
重
県 

三
万
円
﹇
一
万
円
増
額
﹈

 

長
谷
川
明
久
様

 

三
重
県 

五
万
円 

宇
治
園
様

 

三
重
県 

一
万
円 

浦
和
真
次
郎
様

一
万
円 

岡
田　

大
志
様

一
万
円 

西　
　

和
久
様

 

三
重
県 

一
万
円 

安
立　

卓
也
様

鉛
筆
を
中
村
貴
史
校
長
か
ら
手
渡

さ
れ
る
と
生
徒
た
ち
は
日
頃
の
勉

強
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
闘
志
を

新
た
に
し
て
い
た
。
試
験
当
日
は

〝
栄
光
を
摑
め
!
皇
學
館
高
校
〞

と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
幟
が
迎
え

る
中
、
担
任
の
先
生
や
校
長
・
両

教
頭
先
生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を

受
け
、
生
徒
は
試
験
会
場
の
皇
學

館
大
学
へ
と
向
か
っ
た
。

　

寒
波
の
襲
来
で
厳
し
い
寒
さ
と

な
っ
た
一
月
十
五
日
・
十
六
日
の

両
日
、
セ
ン
タ
ー
試
験
が
行
わ
れ

た
。
最
近
の
経
済
状
況
を
反
映
し

て
か
国
公
立
志
望
者
は
増
え
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る

私
大
も
増
加
。
ま
た
、
推
薦
入
試

に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
受
験
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
志
願
者

数
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
本
校
か
ら
は
約
二
八

〇
名
の
生
徒
が
受
験
し
た
。
試
験

前
日
の
一
月
十
四
日
に
は
彼
ら
を

対
象
に
激
励
会
が
実
施
さ
れ
、
進

路
指
導
部
の
坂
本
昌
也
先
生
が
注

意
点
な
ど
を
説
明
。〝
サ
ク
ラ
咲

く
〞
と
印
字
さ
れ
た
合
格
祈
願
の

セ
ン
タ
ー
試
験
、二
八
〇
人
が
受
験

総
合
優
勝
…
三
年
Ｂ
組

準
優
勝
…
三
年
Ａ
組
、
二
年
Ｂ
組

　

今
回
か
ら
大
会
名
が
「
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
」

に
変
わ
り
、
実
施
時
期
も
三
月
下

旬
か
ら
一
月
上
旬
へ
と
大
き
く
変

更
さ
れ
た
た
め
三
年
生
の
参
加
が

可
能
に
な
っ
た
。
終
業
式
の
行
わ

れ
た
十
二
月
二
十
四
日
に
壮
行
会

が
行
わ
れ
、
井
面
護
常
務
理
事
よ

り
激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。
新

年
一
月
五
日
に
は
対
日
本
航
空

武
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
に
武
道
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
例
年
通
り
女
子
は
全
学
年
を

通
じ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
男
子
は

危
険
性
を
考
慮
し
て
参
加
が
許
さ

れ
て
い
な
い
一
年
生
を
除
き
、
剣

　

こ
こ
数
年
は
暖
冬
の
影
響
で

寒
さ
を
感
じ
な
い
中
で
実
施
さ

れ
て
い
た
月
次
祭
の
神
宮
参
拝

だ
が
、
今
回
は
厳
し
い
寒
波
に

見
舞
わ
れ
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
張
り

詰
め
た
寒
気
に
玉
砂
利
を
踏
み

し
め
る
音
が
心
地
よ
く
響
く

中
、
生
徒
た
ち
は
整
然
と
列
を

な
し
て
正
殿
へ
と
進
み
、
厳
か

な
雰
囲
気
の
う
ち
に
参
拝
を
終

え
た
。

　

参
拝
の
後
、
一
年
生
は
総
合

学
習
の
た
め
に
荒
祭
宮
方
面

（
担
当
・
相
原
誠
先
生
）、
旧
林

崎
文
庫
方
面
（
担
当
・
笠
井
千

絵
先
生
）、
風
日
祈
宮
方
面（
担

当
・
山
本
直
明
先
生
）
へ
と
ク

ラ
ス
単
位
で
分
散
。
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
担
当
の
先
生
方
か
ら

詳
細
な
説
明
を
受
け
、帰
校
後
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
成
に
取
り

組
ん
だ
。

月
次
祭
の
神
宮
参
拝
を
実
施

（
山
梨
代
表
）戦
に
臨
ん
だ
が
、
セ

ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
〇―

二
で
惜
敗
。

三
年
生
に
と
っ
て
は
高
校
生
活
最

後
の
試
合
は
終
わ
っ
た
。
し
か
し

三
年
間
の
集
大
成
を
〝
春
高
バ
レ

ー
〞
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
発
揮

で
き
た
の
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
ぬ
思

い
出
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

道
と
柔
道
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
競
技
方
法

は
個
人
の
部
と
ク
ラ
ス
対
抗
の
部

の
二
部
形
式
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個

人
の
部
は
ダ
ブ
ル
ス
の
形
で
実
施

さ
れ
、
選
手
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
個

人
優
勝
や
ク
ラ
ス
優
勝
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
た
。
各
部
門
の
優

勝
者
は
以
下
の
通
り
。

【
剣
道
】　

団
体
…
三
年
五
組
、

個
人
…
中
森
新
之
輔（
二
年
六
組
）

【
柔
道
】　

団
体
…
三
年
四
組
、

個
人
…
山
本
大
輔（
二
年
四
組
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】　

団
体
…
三
年

八
組
、ダ
ブ
ル
ス
…
二
年
七
組（
村

田
陽
子
・
濱
地
莉
紗
）

皇 學 館 学 園 報平成23年 2 月10日 　第30号　()６
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創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 776,897,000 765,837,000

724 79,344,000 76,629,000

46 31,855,000 31,735,000

2,070 93,891,000 93,891,000

104 62,285,000 60,945,000

256 58,722,000 58,472,000

合　　　計 3,834 1,102,994,000 1,087,509,000

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

本
法
人
関
係

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

萼
の
会
保
護
者
の
会

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

篤
志・そ
の
他

 

三
重
県 

三
万
円
﹇
一
万
円
増
額
﹈

 

加
﨑　

千
恵
様

 

兵
庫
県 

六
万
円 

髙
澤　

由
紀
様

 

和
歌
山
県 

十
万
円 

江
尻
久
仁
子
様

十
万
円 

江
尻
ひ
で
み
様

 

長
崎
県 

二
万
円 

平
山
茶
道
会
館
様

 

神
道
学
科 

十
五
万
円 

宮
川　
　

貢
様

三
万
円 

浅
原　
　

稔
様

三
万
円 

東　
　

秀
美
様

三
万
円 

稲
田　

昌
史
様

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

　

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ

き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の
声
と

と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の
一
層
の
充
実
を

は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

広
島
県
の
片
田
舎
の
農
家
に
生
ま
れ

た
私
が
皇
大
を
志
望
し
た
の
は
、
四
百

年
前
の
先
祖
が
毛
利
元
就
、
輝
元
に
仕

え
た
元
神
職
の
家
系
だ
と
聞
か
さ
れ
、

自
分
も
神
職
に
な
ろ
う
と
志
し
た
か
ら

で
あ
る
。
伊
勢
で
学
ん
だ
四
年
間
が
自

分
の
将
来
を
方
向
付
け
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
と
り
わ
け
三
、
四
年

次
の
体
験
が
今
の
自
分
を
形
成
し
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

三
年
生
進
学
時
、
指
導
教
官
の
谷
省

吾
先
生
か
ら
「
伊
勢
青
々
塾
」
に
入
塾

を
勧
め
ら
れ
た
。
青
々
塾
は
国
史
学
の

泰
斗
で
あ
る
平
泉
澄
先
生
が
主
宰
さ
れ

た
塾
で
、
こ
こ
で
は
皇
學
館
高
校
生
数

人
を
含
む
十
数
名
の
塾
生
が
生
活
し
、

寝
食
を
共
に
し
て
い
た
。
教
授
の
田
中

卓
先
生
が
塾
頭
、
所
功
先
輩
が
塾
頭
代

（
一
年
後
に
三
輪
尚
信
先
輩
）で
、
月
に

青
山
隆
生
氏　
日
光
東
照
宮
戦
後
六
十
年
史
編
纂
顧
問

国
文
学
科
第
四
期（
昭
和
四
十
四
年
三
月
）卒二

〜
三
回
、
夜
半
に
輪
講
や
御
講
義
祖

述
が
開
か
れ
た
。
御
講
義
祖
述
に
は
文

学
部
長
の
久
保
田
収
教
授
以
下
、
平
泉

先
生
門
下
の
国
史
学
科
の
先
生
方
が
ず

ら
り
と
出
席
さ
れ
た
。
塾
外
生
も
多
数

参
加
し
、
吉
田
松
陰
先
生
の
『
講
孟
剳

記
』
な
ど
先
哲
の
遺
文
を
読
み
、
日
本

の
国
体
や
日
本
人
の
道
義
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

私
は
卒
業
ま
で
の
二
年
間
、
こ
こ
か

ら
大
学
に
通
っ
た
。
入
塾
後
に
初
め
て

「
こ
れ
は
大
変
な
所
へ
来
て
し
ま
っ
た
」

と
気
付
い
た
が
、
二
年
間
の
塾
生
活
で

「
学
問
と
は
何
か
」を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
ち
な
み
に
清
水
潔
次
期
学
長
と
も

一
年
半
、一
緒
に
生
活
し
た
。
こ
の
間
、

皆
に
煽お

だ

て
ら
れ
、
学
友
会
総
務
委
員
長

を
引
き
受
け
て
苦
し
ん
だ
り
も
し
た

が
、今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

三
万
円 

岡
田　

愛
弘
様

三
万
円 

金
井　

一
雄
様

三
万
円 

川
上　

惠
三
様

三
万
円 

北
島　

清
博
様

三
万
円 

塩
谷　

尚
志
様

三
万
円 

生
野　

公
治
様

三
万
円 

髙
橋　
　

勸
様

三
万
円 

谷
口　
　

学
様

三
万
円 

山
道　

一
夫
様

三
万
円 

山
元　

義
清
様

三
万
円 

吉
見　

英
和
様

 

国
文
学
科 

五
万
円 

日
野　

正
彦
様

三
万
円 

今
西　

孝
彰
様

三
万
円 

萱
原
千
恵
実
様

三
万
円 

神
部　

尚
弥
様

三
万
円 

吹
上　

誠
司
様

三
万
円 

森　
　
　

通
様

 

国
史
学
科 

三
万
円 

石
川　

恭
彦
様

三
万
円 

黄
木　
　

悟
様

三
万
円 

奥
山　

憲
一
様

三
万
円 

五
藤　

嘉
一
様

三
万
円 

古
部　

明
彦
様

三
万
円 

松
木　
　

仁
様

三
万
円 

山
本　
　

桂
様

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

三
万
円 

浦
野　
　

功
様

 

社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

宇
佐
美
秀
臣
様

三
万
円 

大
塚　

章
郎
様

三
万
円 

神
田　

経
二
様

三
万
円 
河
戸　

仁
史
様

三
万
円 
小
田
谷　

司
様

三
万
円 
斉
田　

敏
光
様

三
万
円 

藤
原　

直
士
様

三
万
円 

山
口
浩
次
郎
様

 

教
育
学
科 

五
万
円 

西
﨑　
　

正
様

五
万
円 

平
生　

雄
士
様

三
万
円 

青
木　

義
美
様

三
万
円 

石
坂　
　

健
様

三
万
円 

小
南　

秀
貴
様

三
万
円 

佐
脇　

健
之
様

三
万
円 

平
田　

晶
久
様

三
万
円 

前
川　

為
光
様

三
万
円 

水
本　

昌
克
様

三
万
円 

山
口　

八
郎
様

三
万
円 

山
下　

貞
則
様

三
万
円 

芳
川　

雅
行
様

 

現
代
日
本
社
会
学
科 

三
万
円 

奥
山　

利
治
様

三
万
円 

鈴
木　

和
昭
様

三
万
円 

牧
田　

勝
広
様

三
万
円 

山
本　

澄
香
様

 

法
人 

五
十
万
円 

井
面　
　

護
様

　

一
月
二
十
日
、
伊
勢
学
舎

の
記
念
講
堂
に
お
い
て
「
市

長
ト
ー
ク
in
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
必

修
科
目
「
伊
勢
学
」
お
よ
び

伊
勢
市
と
の
連
携
協
力
協
定

の
一
環
と
し
て
三
年
連
続
で

開
催
さ
れ
て
お
り
、
鈴
木
健

一
伊
勢
市
長
が
「
こ
れ
か
ら

の
伊
勢
」
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
展
開
。
ま
ず
は
過
去
の
伊

勢
の
ま
ち
づ
く
り
の
例
を
挙

げ
、
遷
宮
と
と
も
に
発
展
し

て
き
た
ま
ち
の
歴
史
を
当
時

の
写
真
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
た
。
ま
た

人
口
推
計
か
ら
読
み
取
れ
る

伊
勢
の
二
十
年
後
を
提
示

し
、
現
在
と
比
較
。
二
十
年

後
に
は
伊
勢
の
人
口
が
十
五

％
減
少
す
る
こ
と
、
三
人
に

一
人
が
高
齢
者
に
な
る
こ

と
、
少
子
化
が
進
行
す
る
こ

と
な
ど
を
具
体
的
な
数
値
で

予
測
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
鈴
木
市
長
は
住
民
満
足

度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を

め
ざ
す
と
宣
言
。
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

「〝
笑
〞
子
化
・〝
幸
〞
齢
化
」

と
例
え
、
雇
用
・
住
居
・
育

児
・
教
育
・
医
療
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
す
と
述
べ
た
。

　

ま
た
平
成
二
十
五
年
の
遷

宮
に
む
け
た
構
想
も
紹
介
。

第
二
伊
勢
道
路
や
、
国
道
23

号
と
県
道
鳥
羽
松
阪
線
を
結

ぶ
秋
葉
山
高
向
線
の
建
設
と

い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
を
伝
え
た
。

　

講
演
終
了
後
、
教
育
学
科

一
年
生
の
渡
邊
絵
理
さ
ん
は

「
遷
宮
と
あ
わ
せ
た
市
の
新

し
い
取
り
組
み
に
魅
力
を
感

じ
た
。
自
分
た
ち
も
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

式年遷宮式年遷宮にに向向け市のけ市の構想語構想語るる
市長トーク inキャンパス
～鈴木健一伊勢市長が講演～

皇學館大学 学生部教職支援室
教員免許状更新講習係
TEL0596－22－6049　FAX0596－21－0541
E-mail kyosyoku@kogakkan-u.ac.jp

HP  ※HPの申込画面は受付開始時刻にならないと入力できません。
http: //www.kogakkan-u.ac.jp/html/student/p09.html

教員免許状更新講習
開講のお知らせ

伊勢会場 皇學館大学 伊勢学舎
平成23年8月18日㈭・19日㈮・22日㈪～24日㈬

必修領域●8/18・19 ………………〈12時間〉
選択領域●8/22～24 ………………〈18時間〉

四日市特設会場 じばさん三重
平成23年8月18日㈭～20日㈯・22日㈪・23日㈫

必修領域●8/18・19 ………………〈12時間〉
選択領域●8/20・22・23 ………〈18時間〉

第１次
平成23年

６月 1日㈬ 16時から▶７日㈫ 15時まで
必修・選択領域のセットでの申し込みのみの受付となります

第２次
平成23年

６月13日㈪ 16時から▶15日㈬ 15時まで
必修・選択領域のセット申し込み、各領域のみの申し込みが可能です
※定員になり次第受付を締め切ります。第 2次受付については、第 1次受付で
欠員が生じた場合のみの受付となります。

受 付 期 間

平成24年及び25年 3 月31日に修了確認期限を迎える現職教員等
（30時間のうち、必修領域12時間は全教員、選択領域18時間は養護教員
を除く全教員）の方が対象となります。文部科学省HPにて確認で
きます。
文部科学省HP
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index.htm

※講習を受講する際には校長等所属長による受講対象者であることの証明が
必要です。後日、お送りする書類に証明を受けて提出してください。

受講対象者

満35歳 昭和51年 4 月 2 日から
昭和53年 4 月 1 日までに生まれた方

満45歳 昭和41年 4 月 2 日から
昭和43年 4 月 1 日までに生まれた方

満55歳 昭和31年 4 月 2 日から
昭和33年 4 月 1 日までに生まれた方

講習に
関する
照会先

　「教員免許更新制」とは教員として必要な資質能力が保持される
よう、最新の知識技能を身に付けることをめざすものです。平成
21年 4 月 1 日以降に授与される教員免許状の有効期限は10年で、
それ以前の免許状取得者にも更新制の基本的枠組みが適用されま
す。免許状を更新するには、修了確認期限満了前の 2年間に30時
間以上の更新講習を受講、修了することが必要となります。

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲

載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
■
萼
の
会
／
31
名

皇 學 館 学 園 報()　第30号 平成23年 2 月10日７



 

近鉄文化サロン 検索

皇―1グランプリ決勝進出ビジネスプラン概要
●❶ スタイルフリー（福祉型地域運送業務）

❷ 「老人が輝けば町も輝く」キララビレッジ（生涯学習施設）

❸ ぜいたく茶タイムで地場産業と地域活性化

❹ 訪問! 隣の美容院!
❺ 写真で深まる親子の絆

❻ ローカルキッチン（学校給食とスーパー連携による移動販売）

イベントの時間・申込方法等のお問合せは各学舎まで
伊勢学舎☎☎0596・22・0201㈹ 名張学舎☎☎0595・61・3351㈹

２カ月イベント情報

編
集
後
記

◆
今
回
は
、
名
張
学
舎（
社
会
福
祉
学
部
）特

集
号
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。五
面
で
は
、名

張
学
舎
を
温
か
く
包
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
◆
名
張

学
舎
は
本
年
三
月
を
も
っ
て
、
伊
勢
学
舎
へ

統
合
と
な
り
、
名
張
で
の
歴
史
を
一
度
閉
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
舎
統
合
後
（
四
月

以
降
）
の
使
用
が
決
定
し
て
い
る
近
畿
大
学

工
業
高
等
専
門
学
校
の
新
校
舎
建
設
も
現
在

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
◆
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
様
々
な
方
々
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
学
部
が
地
道
に
築

い
て
き
た
草
の
根
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
加

え
て
地
域
で
の
そ
の
存
在
価
値
の
大
き
さ
を

改
め
て
思
い
知
る
に
当
た
り
ま
し
た
。
名
張

学
舎
は
こ
れ
か
ら
も
燦
然
と
し
て
、
人
々
の

心
の
中
で
永
遠
の
輝
き
を
放
つ
こ
と
で
し
ょ

う
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 【
総
務
課
】

本学本学44年年永富彩香永富彩香さんがさんが優勝優勝
　

一
月
二
十
三
日
、
本
学
伊
勢
学
舎
に
お
い
て
皇
學
館
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
通
称
「
皇―

1
グ
ラ

ン
プ
リ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
新
た
な
地

域
産
業
の
掘
り
起
こ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
に
㈶
三
重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
。
今
回
は
五
十
件

の
応
募
が
あ
り
、
優
勝
者
に
は
本
学
教
育
学
科
四
年
の
永

富
彩
香
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

応
募
が
倍
増
超

応
募
が
倍
増
超

　
「
皇―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」

は
、
三
重
県
や
そ
の
周
辺
地

域
の
高
校
、
大
学（
短
大
・
高

専
を
含
む
）
に
通
学
も
し
く

は
同
地
域
に
居
住
す
る
学
生

を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
。

若
者
ら
し
い
独
創
的
・
革
新

的
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
展
開
や
商
品
開
発
、
新

た
な
顧
客
と
市
場
開
拓
が
見

込
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

募
集
し
て
い
る
。
一
昨
年
に

開
か
れ
た
第
一
回
に
は
二
十

一
件
、
第
二
回
に
は
二
十
三

件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
今

回
は
五
十
件
と
倍
増
超
。
書

類
選
考
に
よ
る
一
次
審
査
を

通
過
し
た
上
位
六
チ
ー
ム
が

一
月
二
十
三
日
の
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
臨

ん
だ
。

　

決
勝
へ
進
出
を
決
め
た
六

チ
ー
ム（
※
別
記
参
照
）は
六

人
の
審
査
員
と
聴
衆
を
前
に

五
分
の
持
ち
時
間
内
で
堂
々

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
展
開
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
手
作
り

の
小
道
具
を
用
い
な
が
ら
柔

軟
な
発
想
と
ア
イ
デ
ア
が
詰

ま
っ
た
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン

を
披
露
し
た
。
各
プ
レ
ゼ
ン

後
の
質
疑
応
答
タ
イ
ム
で
は

審
査
員
か
ら
販
促
方
法
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
、
運
営
の
仕
方
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
相
次

ぎ
、
熱
の
こ
も
っ
た
大
会
と

な
っ
た
。

ー
ス
の
ほ
か
銭
湯
や
カ
フ

ェ
、
図
書
館
な
ど
暮
ら
し
を

楽
し
む
施
設
を
完
備
し
、
従

来
の
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
福

祉
施
設
に
は
な
い
構
想
と
な

っ
て
い
る
。
ア
イ
デ
ア
の
基

と
な
っ
た
の
は
祖
父
の
存
在

だ
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
す
っ
か
り
元

気
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
イ
キ
イ
キ
で

　

み
ご
と
優
勝
に
輝
い
た
の

は
本
学
教
育
学
科
四
年
の
永

富
彩
香
さ
ん
が
提
案
し
た

「
老
人
が
輝
け
ば
町
も
輝
く
・

キ
ラ
ラ
ビ
レ
ッ
ジ
」
プ
ラ
ン

だ
。
内
容
は
、
廃
校
を
改
装

し
て
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、

高
齢
者
に
住
み
よ
い
小
さ
な

町
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
。

映
画
館
や
囲
碁
・
将
棋
、
麻

雀
な
ど
が
で
き
る
娯
楽
ス
ペ

実
現
性
、説
得
性
を
重
視

実
現
性
、説
得
性
を
重
視

実
践
力
の
あ
る
人
材
育
成
を

実
践
力
の
あ
る
人
材
育
成
を

　

司
会
を
務
め
た
筒
井
琢
磨

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
は

卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
催
告
知

「「
西
遊
記

西
遊
記
」」3
／
5
●土
・
6
●日

　

教
育
学
科
四
年
生
有
志
は
三
月
五
日

㈯
、
六
日
㈰
に
行
わ
れ
る
卒
業
記
念
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
に
励
ん
で
い
ま

す
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
初
公
演
か
ら

今
回
で
通
算
二
十
四
回
目
を
数
え
ま

す
。
活
動
メ
ン
バ
ー
は
実
行
委
員
会
を

中
心
と
す
る
九
つ
の
班（
脚
本
・
衣
粧
・

音
響
照
明
・
会
場
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

道
具
・
音
楽
・
合
唱
・
広
報
）。
う
ち
、

広
報
班
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
告
知
と
子

ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
に
、

市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
紙
人
形
劇

に
よ
る
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
紙

人
形
劇
だ
け
で
な
く
会
場
班
が
考
え
た

手
遊
び
を
し
た
り
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
く
れ

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
本
年
四
月
か
ら
実
際
に
教
育
現
場

で
働
く
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
世
話
に
な
っ
た
幼
稚
園
や
保

育
園
、
小
学
校
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
や

先
生
方
、
ご
指
導
・
ご
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
本
学
の
教
職
員
の
皆
様
に
心
ば

か
り
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と

い
う
強
い
思
い
の
も
と
、
持
ち
味
を
生

か
せ
る
良
い
ス
テ
ー
ジ
を
創
ろ
う
と
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 （
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会
・
広
報
班
）

今
回
の
傾
向
と
し
て
高
校
生

か
ら
の
応
募
が
半
数
を
超
え

た
こ
と
を
挙
げ
、「
若
い
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
は
頼

も
し
い
限
り
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
応
募
を
授
業
の
一

環
と
し
て
取
り
組
む
高
校
も

出
て
き
た
」と
話
す
。
ま
た
、

内
容
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
ま

で
は
年
配
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
プ
ラ
ン
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
が
、
今
回
は
若
年
層

や
Ｏ
Ｌ
を
対
象
に
し
た
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
る
な
ど
幅
が

広
が
っ
た
」
と
手
応
え
を
感

じ
た
様
子
。
ゆ
く
ゆ
く
は
高

校
と
大
学
が
連
携
し
、
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
同
大
会
を

運
営
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
実
践
力
の
あ
る
人
材
育

成
を
教
育
面
か
ら
支
え
た
い

と
話
す
。

「西遊記 ～仲間がおしえてくれたもの～」
平成23年

日時● 3月5日㈯・6日㈰
【開場】13時【開演】13時30分（公演時間：約 2時間）

場所● 皇學館大学伊勢学舎記念講堂

問合せ 皇學館大学学務課　10596－22－6315
　　　　（平日 9：00～16：30、土曜日 9：00～12：00）

き
る
よ
う
な
町
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
」
と
語
る
永
富
さ
ん
。

審
査
員
か
ら
は
「
実
現
性
が

高
く
、
自
身
の
経
験
に
基
づ

い
た
プ
ラ
ン
だ
け
に
説
得
力

が
あ
る
」と
高
評
価
を
得
た
。

　

二
位
に
は
徳
風
高
校
の

「
ロ
ー
カ
ル
キ
ッ
チ
ン
」、
三

位
に
は
鈴
鹿
高
校
の
「
訪

問
!
隣
の
美
容
院
!
」
が
選

ば
れ
た
。

第 3回 皇―1グランプリ

【時間】15：30～17：00
【会場】近鉄文化サロン阿倍野

近鉄文化サロン・皇學館大学共催
講座のご案内 平成23年度前期 4月～9月

神道の入門やその歴史など日本文化の核心に触れて
いただき、「日本文化の歴史」に親しんでいただきます。

 白山芳太郎
来年2012年は神話の宝庫『古事記』が完
成して1300年の年。古語の持つ魅力を感
じながら一緒に読んでいきましょう。

【受講料】6回分 6,000円（税込）

4/23㈯◆◆神仏習合の諸相❶本地垂迹思想
5/28㈯◆◆神仏習合の諸相❷権現と本地仏
6/18㈯◆◆神仏習合の諸相❸神前読経
7/23㈯◆◆神仏分離の諸相❶江戸時代の神道家による仏教批判
8/20㈯◆◆神仏分離の諸相❷神仏分離令とその全国への波及
9/24㈯◆◆神仏分離の諸相❸近畿地方と伊勢地方における神仏分離

5/21㈯◆ ◆ 日本古代の罪と祓
はらへ

～大
おお

祓
はらへの

詞
ことば

講釈～⑴
7/ 2 ㈯◆ ◆ 日本古代の罪と祓～大祓詞講釈～⑵

 本澤雅史
神社では 6月と12月の晦日に「大祓式」が執り行われ天下の罪が祓
われます。本講座では「大祓式」で読まれる「大祓詞」を講釈します。

　
7/16㈯◆ ◆ 戦う神主たち  松本　丘

諏訪大社や宗像神社などを例に、南北朝時代や戦国時代に武器を
とって戦わざるを得なかった神職たちの劇的な生き様を探ります。

　
8/27㈯◆ ◆ 折口信

し の

夫
ぶ

と神道  半田美永
古典学や民俗学をはじめ、小説や詩歌においても多大な業績を残し
た折口信夫、筆名・釈迢空の言説を通して、その神道観を考えます。

　
9/ 3 ㈯◆◆摂津国一宮の住𠮷大社と和泉国の諸大社

 井後政晏
摂津国の一宮とされていた住吉大社の実態と関連する祭祀、和泉
国の総社や大社の祭儀について注目していきます。

4/ 9 ㈯◆◆天地初発
5/14㈯◆◆列島誕生
6/11㈯◆◆イザナミノミコトの死
7/ 9 ㈯◆◆禊ぎ
7/30㈯◆◆スサノオノミコト
9/10㈯◆◆天石戸ごもり

 河野　訓
神仏習合と神仏分離の諸相を3回ずつに分けてお話します。

古事記を読む

神道と仏教

【受講料（税込）】会員1,000円　一般1,500円特別公開講座

ホームページへのアクセスはこちら近鉄文化サロン阿倍野まで
掲載講座専用
フリーダイヤル70120－106－718

お申込
問合せ

【受講料】6回分 6,000円（税込）

入場無料・予約不要

2月
 13●日   皇學館大学特別講座「立志塾」 伊勢学舎
  日本人としての家族・郷土・国家を考える

◆◆鉄道情報システム常勤監査役　田尾憲男氏3月
 5●土・6●日

   教育学科卒業記念ミュージカル 伊勢学舎
  西遊記◆◆教育学科 4年生有志

平成22年度学位記・修了証書授与式
および祝賀会を、下記の日程で執り
行います。

平成23年3月18日㈮
❶神宮（内宮・外宮）参拝▶外宮表参道手水舎前集合
 文学部・文学研究科・神道学専攻科 ………………………8：50～
社会福祉学部・社会福祉学研究科 …………………………9：00～

❷学位記授与式▶伊勢学舎記念講堂 ……………………11：30～
❸教員免許状・階位證等交付▶各教室 ………………12：50～
❹祝賀会 ※卒業生ご家族の皆様もご参加いただけます。
 文学部・文学研究科・神道学専攻科▶総合体育館 ………14：00～
社会福祉学部・社会福祉学研究科▶倉陵会館 …………14：10～

卒業式についてのお知らせ

皇 學 館 学 園 報平成23年 2 月10日 　第30号　()８
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